
農林水産省農山漁村振興交付金農ネE渤連携人材育成支援事業

新潟県農福連携サポーター養成講座活動報告ニュースレター
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農福連携サポーター養成講座を2020年は長岡で、2021年は上越で開催する事が
できました。

コロナ禍に於いて感染者を出す事なく無事開催出来ました。

2年間の総括と実績を報告します。
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新漏県内でコロナ禍が始まる直前の令和 2年 2月 26日、
長岡市で農福連携関連のフォーラムを開催、そこに集つた

上・中・下越の園芸福祉関係の有志で、

農林水産省の補助事業 「農山漁村振興交付金事業」を

活用して、障がい者サービス事業所

(障害者就労継続B型及びA型事業所などを想定)が
施設外就労として農家で作業する際の
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①農家と障がい者の間に立つて、農家から依頼された作業を障がい者にスムーズかつ

的確に作業できるような調整役

②障がい者の適正に合つた作業方法、作業の段取りのサポート役
③農福連携事業を積極的に社会に普及する広報役
等の役割を担う人材の育成が必須である事で意見が一致し、その人材を
「農福連携サポーター」と命名、人材育成事業を令和2年度の農林水産省農山漁村振興
交付金事業に申請し、令和2年 5月に事業採択されました。
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農福連携サポーター認定証
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お知らせ

2年間の実績、課題を検証 し令和4年度は新潟市にて養成講座を開講する予定としています。
詳細については、現在、関係者、そして新潟市の関係団体と打ち合わせ中ですが、

令和3年度同様、前期、後期、各 2日 間、農家実習 10時間、∪N巨での農場実習 5時間 (1日 )
の予定で実施することで計画 したいと思います。

同時にこれまで受講された方々のフォローアップ、仲間づくり、そして農福連携の普及、

啓発活動にも積極的に取り組みます。

そして、受講者を中心とした関係者で力を合わせ、県や市町村の行政を巻き込み、

新潟県の農福連携を担う組織「 (仮称)えちご農福連携普及協会」の設立に向け
準備を進めたいと思います。

農福連携サポーターが安心 して、しつかり活躍できる環境づくりに励み、

新潟県の農園芸の振興、そして障がい者のしごとおこしと

社会参加の推進に努めたいと思います。

講座の詳細については決まり次第∪N巨のHPにてお伝えします。
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(仮称)
えちご

農福連携普及協議会

〒940-0242 新潟県長岡市―之貝869
(認定特定非営利活動法人∪N巨内)

ミ、゙0258-86-8121  1圏
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e_aZe@yahoo.co.jp

令和4年度 農福連携サポーター養成について


